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 1 ．2018年度調査の概要

　中根八幡遺跡は、栃木市南部（旧藤岡町中根）の渡良瀬遊水地（旧赤間沼）に面した台地縁辺部に立地す

る縄文時代前期～晩期、弥生時代、中世～近世の複合遺跡である。これまで環状盛土遺構を中心に調査を進

めてきたが、前期・中期の土器も一定数出土している。また、環状盛土中央には中世～近世に寺院が営まれ

たとされており、これに関わると思われる遺構・遺物も確認している。これまでに年次報告（中根八幡遺跡

学術発掘調査団2016 ～ 2018）と 3年間の成果と課題をまとめた（中村・小林ほか2018）ほか、パブリック・

アーケオロジーとして実施した音楽活動を報告した（早川・中村2019）。

　今年度の調査もこれまでと同様に、奈良大学と國學院大學栃木短期大学の教員・学生による調査団を結成

し、栃木市教育委員会の後援と、地元中根地区の協力のもと、学術発掘調査を実施することとした。

　今年度の調査では、まずA区は昨年度同様掘り下げを進めた。特に斜面下方部を中心に調査を行い、骨片

集中部などを確認した。C区では、昨年度調査区（中央窪地部分）から東側の高まり部分にかけて、 5箇所

のトレンチを設けて調査を開始した。なお、B区は火山灰分析のための土層観察と土壌サンプリングのみを

行った。

　昨年度に引き続き現地説明会では多数の方々にご来場いただいたほか、展示やワークショップ等で遺跡の

活用を図った。サポートをいただいた方々に改めて謝意を表したい。特に、塚本師也氏・早田勉氏からは現

場でのご教示のほか、本稿に所見を寄せて頂いた。

（小林・中村）

 2 ．調査日誌

（1）発掘調査

　本年度調査においては調査団の学生・院生・卒業生が分担してFacebookベージで随時調査状況を発信した。

以下はそこから抜粋して編集した。

　 8月31日（金）曇→雨　國學院大學栃木短期大学より機材搬入。

　 9月 1日（土）曇　本日より本格調査を開始した。國學院大學栃木短期大学日本史フィールドの学生・教

員が現地に入り、A区周辺の草刈り、トレンチの復元し、その後昨年度のC区調査区を復元した。

　 9月 2日（日）曇　午前中は中根八幡神社の池掃除・草刈りで集まった中根地区の方々に遺跡と出土物の

説明を行った。A区は掘り下げを開始した。C区では新たにトレンチを 3箇所設定し、掘り下げを開始

した。午後には奈良大学の先発隊が合流した。
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　 9月 3 日（月）晴　奈良大学の後発隊が合流した。A区は掘り下げを続行。C区はさらに 1箇所トレンチ

を設定し、掘り下げを開始した。午後からは平板を使用し、池の東側の地形測量を開始した。

　 9月 4日（火）曇→雨　作業続行。國學院大學栃木短期大学子ども教育フィールドの学生が体験発掘に参

加した。台風接近のため14時で終了。

　 9月 5日（水）晴　A区から耳飾りが出土した。昨年度調査したB区の壁面・床面を清掃した。

　 9月 6日（木）晴　午前中は國學院大學栃木短期大学の人間教育学科と栃木市立小野寺南小学校が13年続

けてきた表現活動交流会に中根八幡の土器を持ちこみ、全校児童を対象に「縄文土器を使って音楽を作

ろう」と題する授業を行った。C区から打製石斧が出土した。

　 9月 7日（金）晴　C区は写真撮影と平面図の作成を開始した。11時より栃木市のコミュニティ FMであ

るFMくらら857の栃木市提供番組に中村と短大生、栃木市教育委員会文化課の高見氏が出演した。

　 9月 8日（土）晴　午前中は、午後からの現地説明会に向けて遺構の精査やトレンチ周りの清掃、展示す

る遺物の準備等を行った。現地説明会には70名近い方々の参加があった。C区は埋め戻しを開始した。

　 9月 9日（日）晴　宿舎の清掃。早田勉氏による土層観察とサンプリング。A区は土層断面図作成後、写

真撮影を行った。撮影前のトレンチ精査時に小形の耳飾りが出土した。測量班は作業継続し、図面を完

成させる。調査終了後、トレンチごとに埋め戻し、機材を短大に撤収して解散した。

（2）整理作業

　整理作業は、國學院大學栃木短期大学がA区、奈良大学がC区の出土品を担当し作業を進めた。國學院大

學栃木短期大学では、後期授業開始とともに毎週火曜日の考古学演習・考古学フィールドワークを利用して

整理作業を進めた。奈良大学では毎週月曜・水曜に考古学実習室において整理作業を行った。

（高垣・新里・荒木・吉村・唐川・志原）

 3 ．A区における調査の概要

（1）調査概要（第 2図）

　昨年度までの調査で、A1 ～ A3グリッドはローム層まで掘削していたが、本年度はA4～ A6グリッドに

ついても北側50cm分のサブトレンチを設けてローム層まで掘り下げることを目標とした。併行して、作業

空間と視界の確保のため南側50cm分および、A4～ A6はさらに南側 1ｍ分（A4b ～ A6bグリッド）を掘り

下げた。いずれも10cmの人工層位で掘り下げた（標高22.2ｍを基準に、例えば120cm ～ 130cmの箇所から

出土したものを-120Lと表記する）。A7グリッドについては、未掘削部分を層位ごとに掘り下げたが、一部

A6グリッドにかかる部分の遺物もA7として記録したものがある。土層の堆積状況については昨年度の認識

と変化はないが、A4 ～ A6グリッドの-150L付近で骨片がまとまっていたほか、この周囲の 4層は複雑で、

細分される可能性がある。さらに掘り下げた段階で判断したい。また、A6グリッドの 4層と 5層の間に

3～ 5 cmの厚さの黒色土層がみられる。A1東壁で同位体分析、A4北壁で火山灰分析のための土壌をサンプ

リングした。同位体分析については東京大学総合研究博物館に委託しており、別途報告予定である。

　骨片については、阿部常樹氏（國學院大學兼任講師）に同定を依頼した。上記を含め、各層から出土して

いる。小破片ばかりで同定可能なものは極めて限られるが、イノシシのほかは、シカ角の可能性のある 1点

がみられるのみである。被熱しているものも多い。
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（2）出土遺物の概要

第 3～ 5図には各グリッド・人工層位ごとに、時期幅を考慮して主要な土器を掲載した。精製土器では加

曽利B1式～ B2式、粗製土器では加曽利B式～安行式が大半を占めることは従来の知見通りであり、今回掘

削範囲には晩期のものは含まれない。 8・54・55は前期中葉の黒浜式で、他に未報告だが2017年度調査で数

片が出土している。139は中期初頭の五領ヶ台式の底部破片の可能性がある。中期前葉～中葉では、阿玉台

Ⅰb式～Ⅲ式のほか、在地化した勝坂式と考えられる56・151がある。加曽利B式では比較的大形の斜線文系

（30・91・103・144など）が目立つ。図示していないが、薄手の条線文の胴部小破片は多数出土している。

159・160は耳飾である。石器は石鏃のほか、石錘 4点（161 ～ 164）の出土が目立っている。石錘はA5-

150L・170Lに集中しており、164は厳密な位置は不明だが、本年度の掘削範囲からみると、ほぼ同位置と推

定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）

 4 ．C区における調査の概要

（1）調査の概要

　中根八幡神社の南東に広がる田畑は、周辺よりも低くなっており、ここが環状盛土遺構の中央窪地部分に

あたる。現在、この窪地ほぼ中央に中世の如来像が安置された観音堂が所在しており、中世から近世にかけ

て青蓮寺があったとされる。そのため、この周辺一帯には少量ながら中近世の遺物も確認でき、中世の削平

を受けていることが予想される。昨年度は現在クリ林内にあたる中央窪地部分に 2 m四方のトレンチを設定

したが、今年度はそこから東側の盛土方向へ調査区を設定した。調査区は、 1 mごとにグリット番号を設定

し、 2 m幅でトレンチを設定した。トレンチ間は、 2 mの間隔をあけ、 5つのトレンチを設定した（第 6図

- 1 ）。それぞれ、西からCa16・17、Ca20・21、Ca24・25、Ca28・29、Ca32・33の各地点である。掘り下げ

にあたり、10cmごとの人工層位を設定して作業にあたった。以下、各トレンチの概要を述べる。

　まず窪地に近いCa16・17、Ca20・21地点（地点第 6図- 2・3 ）では、表土（ 1層）～ 3層はしまりの悪

い砂質土で土器を若干含むがクリ林栽培の層と考えられる。土器は含まれるが少量で小片ばかりである。両

トレンチともにこれより下層は掘り下げていない。

　Ca24・25地点（第 6図- 4 ）は、8・10層上面まで下げた後、北側にサブトレンチを設定した。表土（ 1層）・

2層はクリ林栽培のための層と考えられ、 3・ 4層では炭化したクリの塊がトレンチ内を南北に横断するよ

うに傾斜しながら伸びており、この層もクリ栽培に関わるものだと考えられる。 5層は土器を多量に含んで

いるがロームブロックは混じらない。 6層からロームブロックが混じり始めるが、 8層のブロックは 6層か

らのロームが混じったものである。 9層は11層を掘り込んでいる遺構で、埋土は 4～ 6層に類似するので、

中近世の可能性が高い。この 9層の土坑上面から打製石斧が出土した。 6層からロームブロックを含み始め

ているが、ソフトロームは中近世の削平によって確認できず、11層から黄褐色のハードローム層となり、土

器は含まなくなるがスコリアを含む。また、北壁にてサンプリングを行った。サンプリングした層は、 2

層～ 9層で計17個（火山灰考古学研究所による）と12個（調査団による）のサンプルを採取した。サンプリ

ング結果については別途記載する。

　Ca28・29地点（第 6図- 5 ）は 1 ～ 4 層は後世の掘削による堆積にあたり、 5層からロームブロックが混

じりはじめ、 9層、10層でソフトローム層を確認した。10層が 4層によって大きく削平されているが西から

東へと傾斜するローム層が続いていたと思われる。 8層は 7層からの落ち込み層と考えられる。 4層は重機
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による掘削の可能性があり、クリ林開墾に関係する削平の可能性がある。

　Ca32・33地点（第 6図- 6 ）はクリの根による攪乱が激しく、根が少ない南側にトレンチを半掘したサブ

トレンチを設定し掘り下げていった。 2層から 4層はほぼ同一で、根の攪乱のため分層できるように見える。

しかし、出土する土器の様相が他のトレンチと大きく異なっており、下方のトレンチ群とは違い削平をあま

り受けていないと考えられる。Ca28・29地点から続くソフトローム層が 5層下面で露出しており、黒色の

プランを東西に確認した。遺構の可能性も考えられる。出土した土器は中期から晩期までで、他のトレンチ

と比較しても残存率は高い。

　以上、各所でローム層を確認したが、窪地部分については中世以降における削平が認められ、現時点で詳

細は不明である（第 6図- 1 ）。しかし、盛土付近にあたるCa32・33地点では中世の削平を受けておらず、遺

構が残存している可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林・萱原・桐部・吉村・中山）

（2）出土遺物の概要（第 7図）

　C区から出土した遺物は、縄文時代前期から弥生時代前期の土器、石器（打製石斧、石鏃、剝片など）、

土製品（土製円盤、有溝土錘、土製耳飾）である。以下では、土器と土製品の概要を述べる。なお、本概要

において、遺物はCa32・33地点（第 7図-30のみCa28・29地点出土）のものに限定している。

　縄文時代前期の土器は、黒浜式と諸磯a式がある。 1は、 2段LRの原体を横位に回転施文した単節斜縄文

を施す。胎土に繊維を含む。黒浜式である。 2は、 2段LRの原体を斜位に施文した条の縦走する単節縄文

を地文とする。細い半截竹管の内側による平行沈線で、器面を縦位に区画し、その間に弧状のモチーフを配

したと思われる。諸磯a式と思われる。

　縄文時代中期の土器は、阿玉台Ⅰb式、勝坂式系土器、加曽利EⅠ式、大木 8b式期がある。 3は、口縁に添っ

て、半截竹管の内側を押し引きした複列の角押文を施す。阿玉台Ⅱ式である。４は、口縁部の施文域に単列

の角押文を斜位に密接して施文する。阿玉台Ⅰb式である。 5は、口縁部にキザミを加えた隆帯を巡らす。

以下縦方向の単列の角押文がみられる。阿玉台Ⅰb式である。 6は、キザミを加えた隆帯がみられる中期中

葉の土器である。在地の勝坂式系土器と思われる。 7は、隆帯上にキザミが加えられ、三叉文の一部と思わ

れるキザミがみられる。勝坂式系の土器と思われる。 8は、間を沈線でなぞった 2条の隆帯を口縁に巡らす。

小波状口縁の波頂部を起点とする。波頂部から沈線を沿わせた隆帯が垂下する。加曽利EⅠ式後半の土器で

ある。 9は、栃木・茨城から福島にかけて分布する大木 8b式期（加曽利EⅠ式後半）の中空突起の破片であ

る。

　縄文時代後晩期は、称名寺式、堀之内 1・ 2式、加曽利B2 式、曽谷式、北陸系土器がある。10 ～ 12は称

名寺式であり、10は区画内に列点を配す称名寺Ⅱ式の体部破片で、区画は帯状とはなっていない。11は、口

縁が内側に短く屈折し、帯状区画文内部に単節斜縄文を施す。12は、屈折する帯状区画文内部に列点を配す。

13は、櫛歯状工具による縦位の条線文を施す中期後半から後期前葉にかけての土器と思われる。14は、縄文

地に縦方向の沈線を密に配す堀之内 1式の新しい段階の体部破片である。15は、頸部が緩やかに括れ、体部

が張る器形の土器で、括れ部より上を欠失している。括れ部には「 8」の字状の貼付文を起点に横位の沈線

を巡らす。貼付文下には、「U」字状の沈線文を配し、そこから縦方向に沈線を垂下させたと思われる。堀

之内 1式と思われる。16は、縦位の弧線・押捺文を基点とし口縁部に 1条の沈線を巡らせたと思われる。基

点から縦方向の沈線を垂下させる。堀之内 1式の古い段階と思われる。17は、三角形の磨消縄文を配す堀之

内 2式の体部破片である。18は、僅かに肥厚した口縁部下に 2条の沈線を巡らしている。以下は 2段LRの
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原体を横位に回転施文した単節斜縄文とする。加曽利B3 式～曽谷式の鉢形土器と思われる。19は、横位の

帯状の彩杉文がみられる加曽利B2 式の体部破片である。20は、口縁部が内湾し 2条の沈線と 2段LRの原体

を横位に回転施文した単節斜縄文とする。加曽利B2式である。21は、口縁部内面に浅い凹線を巡らす。外

面には横位の沈線を、乱雑に、密に配す。加曽利B3式と思われる。22は、口縁部内面に 1条の沈線を巡らし、

外面には粘土紐を巡らして、押捺を加える。加曽利B式の粗製土器（紐線文土器）である。23は、肥厚した

口縁にキザミを加え、その直下に沈線を施す。体部には細い沈線で斜格子目文を配したようである。後期後

半の粗製土器と思われる。24は、口縁に山形の小突起を付け、外面に斜位の沈線を、雑に、密に配す。加曽

利B3 式～曽谷式と思われる。25は、口縁にキザミを加えた隆帯を巡らす。波頂部から狭い磨消縄文を下方

に放射状に配している。地文の縄文は 2段LRである。曽谷式かと思われる。26は、注口土器の注口部の破

片である。表面を丁寧に磨いている。後期中葉以前のものと思われる。27は、壺の頸部の破片であり、沈線

間に列点がみられる。晩期の北陸系と思われる。

　30は、弥生時代前期末の沖Ⅱ式に併行する土器である。短く外反する口縁部をもち、端部側と頸部側にや

や太めの沈線を有する。内外面に丁寧に磨きを施す。Ca28・29地点出土である。

　土製品は、土製円盤と有溝土錘がある。28は、加曽利EⅡ式の胴部磨消懸垂文の部分を用いた土製円盤で

ある。縄文は 2段RLの縦回転と思われる。29の有溝土錘は、短軸、長軸上に溝を配す。溝部分の磨滅が認

められず、あまり使用していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　（塚本・小林・新里・桐部・佐々木）

 5 ．栃木市中根八幡遺跡におけるテフラ分析（第 8図）

（1）B区のテフラ分析（テフラ検出分析・テフラ組成分析・屈折率測定）の概要

　テフラ検出分析では、試料32（27層）で無色透明のバブル型、試料10（ 7 層）で無色透明の中間型ガラス

を少量検出した。また、試料 4（ 2層）で、淡灰色、淡褐色、褐色、白色、灰白色のスポンジ状軽石型ガ

ラスを少量認めることができた。岩相から、淡灰色、淡褐色、褐色のものは浅間Bテフラ（As-B，1108年）、

白色のものは榛名渋川二ッ岳テフラ（Hr-FA， 6 世紀初頭）、そして灰白色の軽石は浅間C軽石（As-C， 3

世紀後半）または浅間A軽石（As-A、1783年）に由来すると考えられる。

　また、テフラ組成分析では、赤土（いわゆるローム層）の上部に認められるような、火山ガラスや重鉱物

組成の変化は認められず、多少の変動はあるものの、似たような火山ガラス、軽鉱物、重鉱物の含有率、火

山ガラスの形態別組成、そして重鉱物組成の傾向が認められた。いずれの試料でも火山ガラスでは中間型ガ

ラスが優勢で、軽鉱物が比較的多く含まれている。また、重鉱物には斜方輝石や単斜輝石が多い。さらに、

試料18に含まれる火山ガラス（35粒子）を対象に屈折率測定を行った結果、n：1.498-1.506であった。これ

らのことは、今回の分析対象が浅間大窪沢第 1軽石（As-Ok1，約 2万年前）や浅間板鼻黄色軽石（As-YP，

約1.5 ～ 1.65万年前）などを噴出した浅間火山軽石流期以降の堆積物であることを示す。比較的腐植質であ

ることを加えると、少なくとも明色の27層をのぞく土層が完新世堆積物であることが示唆される。

　群馬県内では、完新世に形成された腐植質の黒土（黒ボク土）の中位に、縄文時代中期頃に自然の明色土

層の存在が知られており、淡色黒ボク土と呼ばれている。少なくとも榛名二ッ岳渋川テフラ（Hr-FA， 6世

紀初頭）より下位のB区西壁の 7層を中心とした比較的明色の土層は、この淡色黒ボク土とは層位的に異な

る。土層の基底が不明瞭なことについて、縄文時代における周辺の開発に伴って形成された可能性など検討

する余地があるものの、今回の分析結果は、本地点において盛土が存在すると推定されていることとさほど



－　－12

矛盾しないように思われる。

（2）Ca24・25グリッドのテフラ分析（テフラ検出分析・テフラ組成分析）の概要

　テフラ検出分析で検出された火山ガラスのうち、試料 3（ 3層）と試料 1（ 2層）のいずれでも認められ

た淡灰色や淡褐色のスポンジ状軽石型ガラス、また試料 3（ 3層）で認められた褐色のスポンジ状軽石型ガ

ラスは、その特徴から、浅間Bテフラ（As-B，1108年）に由来すると考えられる。 3層と 2層はAs-Bの一

次堆積層ではない土層であることから、これらの土層がAs-B降灰後に形成されたと考えられる。

　なお、これらの試料に含まれる無色透明のバブル型ガラスは、岩相から、姶良Tn火山灰（AT，約2.8 ～ 3

万年前）に由来すると考えられる。さらに、中間型ガラスや繊維束状軽石型ガラスの多くは、やはり岩相か

ら浅間火山軽石流期のテフラに由来すると考えられる。

　今後、より下位の土層のテフラ分析を行う必要があるが、これまでに実施された周辺地点の分析結果をみ

ると、本地点において認められた腐植質土層より上位の明色の土層の層位に関しては、As-Bより下位の可

能性が十分にある。引き続き、本地点の残りの試料についても分析を実施して、明色の土層の層位を確かめ

る必要がある。

（3）Ca32・33グリッドのテフラ分析（テフラ検出分析・テフラ組成分析）の概要

　テフラ検出分析で検出された火山ガラスのうち、試料 5（ 4層）に含まれる淡褐色バブル型ガラスは薄手で、

その色調も合わせると、鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，約7,300年前）に由来する可能性が高い。

　また、この試料に含まれる無色透明のバブル型ガラスは、岩相から、姶良Tn火山灰（AT，約2.8 ～ 3 万

年前）に由来すると考えられる。さらに、中間型ガラスや繊維束状軽石型ガラスの多くは、やはり岩相から

浅間火山軽石流期のテフラに由来すると考えられる。これらATや浅間火山軽石流期のテフラに由来すると

思われるテフラ粒子は、今回の分析対象のうち最下位の試料 9（ 5層）にも比較的多く含まれている。さらに、

　試料 1（ 3層）にごくわずかに含まれる淡灰色や淡褐色のスポンジ状軽石型ガラスは、その特徴から、浅

間Bテフラ（As-B，1108年）に由来すると考えられる。

　以上のことから、今回の分析対象となった試料 9（ 5層）以上の土層は、少なくともAs-Ok1より上位にあ

ることがわかる。しかも、 5層が腐植質であることを合わせると完新世堆積物の可能性が高い。また、試料

5が採取された 4層上部は鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）降灰後、また試料 1が採取された 3層の上部は浅

間Bテフラ（As-B）降灰後に形成された土層の可能性が高い。このうち、 3層の上部については、検出され

た浅間Bテフラ（As-B）が非常に微量なことや、本遺跡周辺での降灰が知られている榛名二ッ岳渋川テフラ

（Hr-FA）がほとんど認められないことから、比較的最近の攪乱の影響を受けて浅間Ｂテフラ（As-B）が混

入しているのかも知れない。

（早田）

 6 ．まとめ

　今年度の調査成果について要点をまとめておく。

　まず、A区については、A1～A7グリッド通しての土層堆積を確認すべく、A4～A6グリッドを中心に掘

り下げたが、ローム層まで到達できなかった。そのため、十分な層位的検討はできていないが、A4 ～ A6
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グリッドの-150L付近で焼骨を中心とする骨片が集中する箇所を検出し、その周囲が複雑な土層堆積を呈し

ていることが明らかになった。A1グリッドで 8層とした箇所や、 2次調査で確認したA7グリッド底面で検

出したピットなどを含め、遺構の有無をはじめとする層位的再検討が今後の課題である。

　B区は、新たな掘り下げは行っていないが、火山灰分析により、ローム層（27層）、近年の攪乱層（ 1・ 2

層）と、縄文時代の掘り込み・包含層の区分を裏付けることができた。

　C区についてである。昨年度、中央窪地のほぼ中央にC区としてトレンチを設定し、ローム層まで土層を

確認したが、上層から中層まで中世における削平や撹乱を受けていることが確認され、さらにローム層自体

も削平されている可能性があり、ローム層のどの位置が上面として検出されたかが不明であった。地表面で

の観察では、石造物などがある中央窪地中央付近から東側のクリ林と東側に接する畑地をみると、緩やかに

傾斜が上がっており、クリ林の東端側と東側に接する畑地の付近に盛土が残存していると推測された。そこ

で、今回は昨年度の地点から東側のクリ林中にトレンチを 5箇所設定して中央窪地から盛土に向かう堆積状

況の確認を行った。その結果は、第 6図- 1 に整理した。盛土付近と思われるCa24・25、Ca28・29、Ca32・

33の 3 地点のトレンチでは、Ca24・25、Ca28・29地点のトレンチにおいて、ローム層にまでいたる中世以

降の削平や撹乱を確認し、Ca32・33地点のトレンチにおいてはローム層のほぼ上面で縄文時代中期の遺構

を確認した。地表面での想定通り、第 3次調査のC地区トレンチからCa32・33地点のトレンチにかけて東側

に向けてローム層は傾斜が上がっていることが判明した。ただし、Ca24・25、Ca28・29地点のトレンチで

の中世以降の削平や撹乱が中央窪地にまで達しているかどうかは不明であり、今回の調査において、再度第

3次調査のC地区トレンチを検討したところ、ローム層上面にまで中世以降の削平や撹乱が達しているかど

うかも不確定であると判断するに至った。中世以降の削平や撹乱が、どの程度環状盛土が形成されている時

代の中央窪地中央付近から盛土にいたる地形に影響しているかどうかは、今後地点をかえて確認する必要が

ある。最も東側の盛土付近頂上付近と考えられたCa32・33地点のトレンチでは、ローム層上面において縄

文時代中期の遺構を確認したことからすれば、場合によっては中世以降、特にクリ林の造成時に盛土の大部

分が削平された可能性もある。クリ林中に大量の縄文時代後晩期の土器などが散布する状況は、そうした可

能性を示しているのであろうか。

　なお、Ca32・33地点のトレンチで縄文時代中期の遺構を検出したが、土器は縄文時代前期段階から認め

られ、さらに弥生時代前期の土器もある。今後、中根八幡遺跡の遺跡形成過程を考える上でC区での調査検

討は重要であると考える。

（小林・中村）

付記

　本調査は國學院大學栃木短期大学学長を主体者、調査団共同代表の小林・中村を担当者として、平成30年 5 月30日付で栃木県教
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第 1図　中根八幡遺跡の地形と調査区位置

環状盛土推定範囲
実線：高まりを確認できる箇所
鎖線：遺物の分布から推定した箇所
点線：上記から推定した箇所
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第 2図　A区北壁・東壁土層断面図（S＝ 1：50）

写真 1　A区北壁（A7）土層断面

写真 3　A区トレンチ全景（東から）

写真 2　A区北壁（A1～ 6）土層断面
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第 3図　A区出土遺物（1）
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第 4図　A区出土遺物（2）
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第 5図　A区出土遺物（3）
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第 6図　C区トレンチ断面図

1．C区トレンチ配置図・中央窪地から東側盛土にかけての断面図（S＝1 /300 黒塗りはローム層・灰色は想定されるローム層）

2．C区　Ca16・17 平面図・北壁断面図（S＝ 1 /40）

3 ．C区　Ca20・21 平面図・北壁断面図（S＝ 1 /40）

5 ．C区　Ca28・29 平面図・北壁断面図（S＝ 1 /40）

4 ．C区　Ca24・25 平面図・北壁断面図（S＝ 1 /40）

6 ．C区　Ca32・33 平面図・南壁断面図（S＝ 1 /40）
※トーン部分は遺構プラン
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第 7図　C区出土遺物
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第 8図　火山灰分析結果

4．テフラ組成ダイヤグラム

5．B区西壁土層断面図（S＝ 1：40）
3 ．重鉱物組成

2．火山ガラス比分析結果

1．テフラ検出分析結果




